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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 吉田　光良様～本日、外出にて室岡整形受診されています。本日は骨折部位のリハビリ　　　　　　　のみ行なってきて来ており、次回はギプスを外す予定です。次回受診日　　　　　　　ですが、御家族の都合がはっきりしていない為、日時がわかり次第こち　　　　　　　らに連絡が来る事になっています。引き続き、病棟でもギプス固定部の　　　　　　　リハビリを行なっていき、部位の観察を行なっていきましょう。

· 9/27（火）症例検討会議があります。西病棟の患者様は、

駒木　学様、蛭名　豊美様、本田　英之様、木村　忠史様、斉藤　悦子様

山田　典子様、駒木　洋士様、佐藤　幸男様　　　　　　　　　　　の計８名です。

担当スタッフは早急にパソコンへ入力し、佐藤主任に確認して頂いてください。

※ログオン方法：ＷＩＺ⇒ＳＷ室⇒症例検討会議⇒2005⇒ＰＰＴ⇒症例050927　で入り

　入力して下さい。

＜日常生活支援プログラム評価・検討＞

・新井　　圭次様～チェスト・ケース内の衣類はきちんと畳む事出来ており、評価しています。現在、衣類が少ない為、購入する必要性について本人に説明しますが、「嫌だ」と拒否され何故嫌なのか具体的に話せずにおり、保清・衣類管理についての認識に欠けている面があります。先日の外泊（9/22～9/23）からの帰院後、新しい衣類を購入され、本日着用しています。今後、衣類購入の際は御家族にその旨を伝え、購入して頂く事とします。こちらでも引き続き本人へ声掛けしていきましょう。

・八森　　　正様～ケース内の整理整頓は出来ており、評価していますが、チェスト内に衣類と紙類を一緒に入れており、別々に収納する様指導しています。排痰を捨てるゴミ箱も溜まっておりその都度声掛けが必要と思われます。夜間の睡眠不安定な事から、8/31よりユーロジン（2）１Ｔ　が就床前に追加となっています。夜間の中途覚醒はありませんが、尿失禁が何度か見られています。就床前にトイレを済ませる事と夜間の飲水はなるべく控える様に声掛けしていき、保清面に関しても引き続き介入が必要と思われます。

・佐藤　　幸男様～チェスト・ケース内の衣類はきちんと畳む事出来ており、評価しています。洗濯や保清面に関して特に問題はありませんが、汚れている衣類ときれいな衣類の分別が出来ておらず一緒にしている為、こちらで声掛けし分別して頂きましょう。

・蛭名　　豊美様～チェスト内の衣類を畳まずに収納しており、声掛けにて畳んでいます。時折、着ているトレーナーに食べこぼしの汚れが付いており洗濯する様促していますが「風呂に入って、（衣類が）溜まってから」と話され洗濯せずにいます。引き続き、保清面に対しての意識を持って頂くと共にこちらで声掛けをしていきましょう。

・木村　　義重様～ケース内の衣類の畳み方が雑であり、指導に対して「後でやっておきます」と話し、すぐに行動する事はありません。本人がどれくらい出来るのか確認しながら声掛けや促しを行なっていきましょう。

・田野端　忠夫様～身辺整理は比較的出来ています。秋物の衣類を着用しているため、夏物の衣類はまとめて漂白剤を使用して洗濯する様促しています。又、本人のコップの汚れが目立っている為、適宜洗うように声掛けが必要です。

・長谷川　陽一様～ベッド周囲の乱雑さや、ゴミ箱にゴミを溜めている事見られています。促しにはすぐに捨てる事出来ています。又、洗濯物も溜まっており声掛けには「土日に洗う事にしている」と話しますが、洗濯を行なっている様子は見られません。引き続き声掛けをしていくと共に、保清面に対して認識を深めて頂く関わりが必要と思われます。

・山口　喜一郎様～布団畳みを行っておらずスタッフの促しにて畳んでいます。又、床にズボンを置きっ放しにしたり、ティッシュをそのままにしたりと全体的に乱雑さ見られています。本人に整理をする事に関しての意識付けをしていき引き続き、観察や声掛けが必要と思われます。

＜検討＞

斉藤　悦子様～着替えに関してあまりしておらず、理由については「めんどくさい」と話

され、その都度声掛けが必要です。日常生活支援の患者様として挙げ、今

後保清面に関しての介入を行っていく事とします。

